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は
じ
め
に

中
島
敦
（
一
九
〇
九
〜
一
九
四
二
）
は
、「
山
月
記
」「
弟
子
」「
李
陵
」
な
ど
、
中
国
古
典
文
学
に
基
づ
く
代
表
作
で
知
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
彼
は
中
国
古
典
に
限
ら
ず
、
近
代
中
国
に
も
強
い
関
心
を
寄
せ
て
い
た
。
例
え
ば
、
南
満
洲
へ
の
修
学
旅
行
や
、
父
親
の
転
勤

先
で
あ
る
大
連
へ
の
帰
省
を
含
む
計
五
回
の
中
国
旅
行
を
経
験
し
、
ま
た
、
亡
く
な
る
直
前
ま
で
満
洲
へ
の
旅
行
計
画
を
立
て
て
い
た
が
、

実
現
す
る
こ
と
は
叶
わ
な
か
っ
た

（
1
）

。

こ
れ
ら
の
中
国
旅
行
は
楽
し
か
っ
た
経
験
で
あ
り

（
2
）

、
旅
か
ら
得
た
成
果
の
一
つ
が
、
一
九
三
三
年
ご
ろ
に
執
筆
が
始
ま
り
、
三
六
年
に

未
完
の
ま
ま
終
わ
っ
た
唯
一
の
長
編
小
説
「
北
方
行
」
で
あ
る
。
こ
の
小
説
は
一
九
三
〇
年
の
中
国
を
舞
台
に
し
て
お
り
、
壮
大
な
長
編

作
品
に
な
る
は
ず
で
あ
っ
た
が
、
導
入
部
を
終
え
た
と
思
わ
れ
る
あ
た
り
で
中
断
さ
れ
た
。「
北
方
行
」
の
中
で
、
主
人
公
の
一
人
で
あ

る
若
い
娘
英
美
が
郭
沫
若
（
一
八
九
二
〜
一
九
七
八
）
の
恋
愛
小
説
を
読
ん
で
い
る
と
い
う
設
定
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
中
島
敦
は
日
本

作
家
の
中
で
早
い
段
階
か
ら
、
郭
沫
若
の
作
品
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
先
行
研
究
で
は
、
中
島
敦
や
「
北
方
行
」

の
主
人
公
で
あ
る
英
美
が
、
郭
沫
若
の
初
期
作
品
を
読
ん
だ
こ
と
が
あ
る
は
ず
で
あ
る
と
い
う
指
摘
に
留
ま
っ
て
お
り
、
中
島
敦
と
郭
沫

若
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
の
詳
し
い
考
察
は
ま
だ
行
わ
れ
て
い
な
い

（
3
）

。
中
島
敦
は
若
く
し
て
亡
く
な
り
、
交
友
範
囲
も
狭
か
っ
た
た
め
、

周
辺
資
料
が
少
な
い
。
さ
ら
に
、
一
九
四
二
年
八
月
頃
に
彼
は
自
ら
の
手
で
、
手
紙
や
原
稿
な
ど
多
く
の
も
の
を
風
呂
の
焚
き
付
け
に
し
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て
焼
き
捨
て
た

（
4
）

た
め
、
中
島
敦
に
関
す
る
現
存
の
資
料
は
限
ら
れ
て
い
る
。
中
島
敦
は
ど
の
よ
う
に
し
て
郭
沫
若
の
作
品
に
注
目
し
、
ど

の
作
品
を
読
ん
だ
の
か
。
本
稿
で
は
、
残
さ
れ
た
わ
ず
か
な
日
記
・
書
簡
・
蔵
書
・
創
作
断
片
・
家
族
や
友
人
の
回
想
、
お
よ
び
周
辺
資

料
を
通
じ
て
、「
北
方
行
」
を
中
心
に
、
中
島
敦
と
中
国
現
代
文
学
の
開
拓
者
で
あ
る
郭
沫
若
の
作
品
と
の
関
連
を
探
求
し
た
い
。

一
、
中
島
敦
の
中
国
へ
の
関
心
に
お
け
る
家
族
の
影
響

中
島
家
は
、
中
島
敦
の
自
伝
的
小
説
「
か
め
れ
お
ん
日
記
」（
一
九
三
六
）
に
お
い
て
「
父
祖
伝
来
の
儒
家
」
と
い
う
表
現
で
描
か
れ

て
い
る
。
敦
の
祖
父
で
あ
る
中
島
慶
太
郎
（
一
八
二
九
〜
一
九
一
一
、
号
は
撫
山
）
は
、
文
化
・
文
政
期
の
名
儒
、
亀
田
鵬
斎
直
系
の
門

下
で
あ
り
、
両
国
に
私
塾
「
演
孔
堂
」
を
開
い
た
が
、
後
に
維
新
の
動
乱
を
避
け
て
埼
玉
県
の
久
喜
に
「
幸
魂
教
舎
」
を
創
設
し
、
門
弟

は
千
人
を
超
え
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
祖
父
の
撫
山
に
は
七
男
三
女
が
お
り
、
全
て
は
幼
少
期
か
ら
儒
学
の
薫
陶
を
受
け
て
い
る
。
中
島
敦

と
特
に
親
し
い
関
係
を
持
っ
て
い
た
の
は
伯
父
の
端
、
伯
父
の
竦

し
ょ
う
、
お
よ
び
叔
父
の
比ひ

多た

き吉
で
あ
っ
た
。
中
島
敦
が
近
代
中
国
に
強
い
興

味
を
抱
く
背
後
に
は
、
家
族
か
ら
受
け
た
影
響
が
最
も
大
き
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
一
）
伯
父
・
端
か
ら
の
影
響

伯
父
の
端
（
一
八
五
九
〜
一
九
三
〇
、
号
は
斗
南
）
は
、
中
島
敦
の
自
伝
的
小
説
「
斗
南
先
生
」（
一
九
三
三
）
に
登
場
す
る
重
要
な

人
物
で
あ
る
。
生
前
、
多
く
の
原
稿
を
執
筆
し
た
が
、
ほ
と
ん
ど
虫
に
食
べ
ら
れ
て
し
ま
い
、
ま
だ
文
字
が
読
み
と
れ
る
僅
か
な
遺
稿

が
『
斗
南
存
藁
』（
文
求
堂
書
店
、
一
九
三
二
）
と
し
て
出
版
さ
れ
た
。
斗
南
と
親
交
の
あ
っ
た
清
末
の
碩
学
、
羅
振
玉
（
一
八
六
六
〜

一
九
四
〇
）
は
序
文
を
執
筆
し
、
斗
南
を
敬
愛
し
、
天
下
の
安
否
を
一
日
も
忘
れ
な
い
こ
と
を
高
く
評
価
し
、
そ
の
文
章
も
絶
賛
し
て
い

る
。
郭
沫
若
の
著
書
『
卜
辞
通
纂
』（
文
求
堂
書
店
、
一
九
三
三
）
の
付
録
に
は
、「
斗
南
は
漢
文
に
よ
る
詩
文
集
が
刊
行
さ
れ
、
大
い
に

唐
人
の
風
采
が
あ
る
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

端
は
中
国
の
国
力
振
興
が
日
本
に
も
影
響
を
及
ぼ
す
と
考
え
、
辛
亥
革
命
前
後
、
長
期
間
に
わ
た
り
中
国
各
地
を
旅
し
、
学
者
や
知
識

人
と
交
流
し
た
が
、
清
の
衰
退
を
目
の
当
た
り
に
し
て
帰
国
し
た
。
中
華
民
国
が
成
立
し
た
後
、
内
戦
が
続
く
中
、
再
び
中
国
に
渡
り
、
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多
く
の
都
市
を
転
々
と
し
た
。
し
か
し
、
途
中
で
宿
痾
が
再
発
し
た
た
め
帰
国
し
、
一
九
三
〇
年
に
亡
く
な
っ
た
。

端
は
著
作
『
支
那
分
割
の
運
命
』（
政
教
社
、
一
九
一
二
）
で
、
中
国
の
分
割
が
日
本
に
も
悪
影
響
を
及
ぼ
す
と
警
告
し
、
国
民
を
奮

起
さ
せ
る
呼
び
か
け
を
行
っ
た
。
彼
は
中
国
の
現
状
や
歴
史
に
精
通
し
、
中
国
の
人
物
や
民
族
性
に
深
い
洞
察
を
示
し
て
い
る
。
中
島
敦

も
自
伝
的
小
説
「
斗
南
先
生
」
に
お
い
て
、
端
の
論
旨
が
概
ね
正
し
い
こ
と
に
驚
い
て
い
る
と
記
し
て
い
る
。
興
味
深
い
こ
と
に
、「
北

方
行
」
に
登
場
す
る
「
中
国
人
通
有
の
同
郷
精
神
」
や
「
強
い
郷
党
精
神
」
と
い
う
中
国
人
の
特
質
に
つ
い
て
の
見
方
は
、
伯
父
の
端
が

著
書
『
支
那
分
割
の
運
命
』
で
述
べ
た
「
支
那
人
は
各
省
の
観
念
あ
り
て
、
国
家
的
観
念
な
し
」、「
支
那
人
が
同
郷
の
観
念
は
極
め
て
強

く
且
盛
な
り
」
と
い
う
表
現
と
一
致
し
て
い
る
。
こ
の
事
実
か
ら
、
ま
だ
大
学
生
で
あ
っ
た
中
島
敦
が
中
国
社
会
に
つ
い
て
深
く
理
解
す

る
背
後
に
、
お
そ
ら
く
伯
父
か
ら
の
情
報
提
供
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

敦
は
生
後
ま
も
な
く
両
親
が
離
婚
し
た
た
め
、
父
の
転
勤
先
で
あ
る
郡
山
男
子
尋
常
小
学
校
に
入
学
す
る
六
歳
ま
で
、
久
喜
の
実
家
で

育
て
ら
れ
て
い
た
。
伯
父
で
あ
る
端
は
生
涯
独
身
で
、
久
喜
の
実
家
に
住
ん
で
い
た
唯
一
の
成
人
男
子
と
し
て
、
敦
と
親
し
い
関
係
に

あ
っ
た
。
敦
は
端
に
可
愛
が
ら
れ
、
端
が
入
院
中
に
は
中
国
時
局
に
関
す
る
新
聞
の
記
事
を
敦
に
読
ま
せ
る
こ
と
が
よ
く
あ
っ
た
。
ま

た
、
小
説
「
北
方
行
」
は
、
ち
ょ
う
ど
端
が
亡
く
な
っ
た
直
後
の
一
九
三
〇
年
の
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
の
中
国
北
部
を
舞
台
と
し
て
い
る
。

中
島
敦
は
新
聞
記
事
を
通
じ
て
当
時
の
中
国
情
勢
を
学
び
、
さ
ら
に
中
国
か
ら
帰
国
し
た
ば
か
り
の
端
か
ら
情
報
を
受
け
た
こ
と
で
あ
ろ

う
。
端
は
、
敦
に
と
っ
て
最
も
影
響
力
の
あ
る
人
物
で
あ
る
と
い
う
指
摘
が
あ
る
ほ
ど

（
5
）

、
彼
の
中
国
へ
の
関
心
と
作
品
に
大
き
な
影
響
を

与
え
た
こ
と
が
窺
え
る
。

（
二
）
伯
父
・
竦
か
ら
の
影
響

敦
の
自
伝
的
小
説
「
斗
南
先
生
」
に
お
い
て
、
伯
父
の
竦
（
一
八
六
一
〜
一
九
四
〇
、
号
は
玉
振
）
は
「
髭
伯
父
さ
ん
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

敦
の
次
男
の
名
前
は
竦
に
命
名
さ
れ
た

（
6
）

。
敦
は
伯
父
の
竦
と
親
し
い
関
係
で
、
学
生
時
代
に
は
一
緒
に
旅
行
し
た
り
、
将
棋
の
相
手
を
よ

く
し
た
り
し
た
。
ま
た
、
竦
は
森
鷗
外
に
よ
る
史
伝
「
伊
沢
蘭
軒
」
に
登
場
す
る
勝
田
鹿
谷
の
伝
を
調
査
す
る
よ
う
に
敦
に
頼
ん
だ
こ
と

が
あ
る
。
こ
の
経
験
が
、
敦
が
鷗
外
に
興
味
を
持
ち
、
鷗
外
研
究
を
始
め
た
き
っ
か
け
と
な
っ
た
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る

（
7
）

。
中
島
敦
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は
伯
父
の
竦
と
の
結
び
つ
き
が
深
く
、
生
涯
独
身
の
竦
に
可
愛
が
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

伯
父
の
竦
は
北
京
で
十
数
年
過
ご
し
た
後
、
晩
年
に
至
る
ま
で
東
京
の
善
隣
書
院
で
蒙
古
語
と
中
国
語
を
教
授
し
た
。
こ
の
期
間
中
、

竦
は
中
国
の
古
代
文
字
で
あ
る
篆
文
の
研
究
に
没
頭
し
、
中
国
殷
代
の
木
や
石
、
甲
骨
に
刻
ま
れ
た
文
字
を
対
象
に
、
文
字
の
起
源
と
意

味
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
『
書
契
淵
源
』（
文
求
堂
、
一
九
三
四
〜
一
九
三
七
）
を
執
筆
し
た
。

特
に
注
目
す
べ
き
は
、
郭
沫
若
が
伯
父
の
竦
を
訪
問
し
た
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
郭
沫
若
は
日
本
に
亡
命
中
（
一
九
二
八
・
二
〜

一
九
三
七
・
七
）
の
一
九
三
三
年
に
、
甲
骨
研
究
の
専
門
書
で
あ
る
『
卜
辞
通
纂
』
を
上
梓
し
た
。
郭
沫
若
は
『
卜
辞
通
纂
』
の
執
筆
中
、

中
島
竦
の
も
と
を
訪
れ
、
竦
が
所
蔵
し
て
い
た
甲
骨
を
見
せ
て
も
ら
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
訪
問
に
つ
い
て
は
、『
卜
辞
通
纂
』
の
別
録

「
中
島
氏
蔵
甲
骨
零
片
」
に
記
録
が
残
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
内
藤
湖
南
文
庫
（
関
西
学
院
大
学
図
書
館
所
蔵
）
に
は
、
郭
沫
若
の
サ
イ
ン

入
り
の
贈
呈
本
が
保
管
さ
れ
て
い
る
。
郭
沫
若
が
甲
骨
に
関
す
る
資
料
を
収
集
す
る
た
め
に
内
藤
湖
南
（
一
八
六
六
〜
一
九
三
四
）
を
訪
れ
、

『
卜
辞
通
纂
』
が
刊
行
さ
れ
た
後
、
一
部
を
内
藤
湖
南
に
贈
呈
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
同
様
に
、
郭
沫
若
は
中
島
竦
に
も
一
部
を
送
っ
た
と

推
測
さ
れ
る
。
郭
沫
若
が
日
本
に
亡
命
中
に
善
隣
書
院
を
二
度
ほ
ど
訪
れ
た
際
に
も
刑
事
が
同
行
し
た

（
8
）

た
め
、
中
島
竦
の
印
象
に
深
く
残
っ

た
で
あ
ろ
う
。
こ
の
背
景
か
ら
、
竦
が
敦
に
こ
の
出
来
事
を
伝
え
、
近
代
中
国
へ
の
関
心
を
刺
激
し
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

（
三
）
叔
父
・
比
多
吉
か
ら
の
影
響

中
島
敦
の
叔
父
で
あ
る
比
多
吉
（
一
八
七
六
〜
一
九
四
八
）
は
、
や
や
謎
め
い
た
人
物
で
あ
る
。
彼
は
わ
ず
か
二
十
六
歳
の
若
さ
で
中

国
大
陸
に
渡
り
、
満
洲
国
が
崩
壊
し
た
戦
後
に
帰
国
し
た
。
比
多
吉
の
大
陸
で
の
生
活
は
四
十
年
以
上
に
わ
た
り
、
人
生
の
三
分
の
二
近

く
を
大
陸
で
過
ご
し
た
こ
と
に
な
る
。
日
露
戦
争
の
際
に
は
、
特
別
任
務
班
の
一
員
と
し
て
敵
の
側
面
か
ら
の
脅
威
活
動
に
参
加
し
た
。

比
多
吉
は
満
洲
国
の
高
級
官
僚
と
し
て
活
動
し
、
満
洲
国
政
府
の
中
枢
に
位
置
し
、
常
に
溥
儀
（
一
九
〇
六
〜
一
九
六
七
）
の
側
近
で

あ
っ
た
。
実
際
、
溥
儀
の
日
本
訪
問
に
も
同
行
し
て
い
る
。
溥
儀
の
回
想
に
よ
れ
ば
、
比
多
吉
は
陸
軍
大
将
の
板
垣
征
四
郎
（
一
八
八
五

〜
一
九
四
八
）
が
溥
儀
に
満
洲
国
建
国
の
主
旨
な
ど
を
説
明
す
る
際
の
通
訳
を
務
め
た
と
さ
れ
て
い
る
。
彼
は
巧
み
な
中
国
語
力
と
高
い

儒
学
の
素
養
に
よ
っ
て
、
満
洲
国
の
要
人
た
ち
か
ら
厚
い
信
頼
を
勝
ち
得
て
お
り
、
広
範
な
交
友
関
係
を
築
い
て
い
た
。
当
時
、
中
国
在



二
五

「
北
方
行
」
に
垣
間
見
え
る
中
島
敦
の
郭
沫
若
へ
の
関
心

住
の
通
訳
官
の
中
で
も
、
中
国
語
に
優
れ
、
か
つ
学
問
に
も
精
通
す
る
者
は
、
中
島
比
多
吉
に
勝
る
者
は
い
な
か
っ
た
と
さ
れ
て
い
る

（
9
）

。

比
多
吉
に
関
す
る
資
料
は
限
ら
れ
て
い
る
が
、
彼
は
東
京
外
国
語
学
校
支
那
語
学
科
を
卒
業
後
、
北
京
の
警
察
学
校
に
招
聘
さ
れ
て
中

国
に
渡
っ
た
と
さ
れ
て
い
る

）
10
（

。
し
か
し
、
佐
野
眞
一
に
よ
る
比
多
吉
の
長
男
で
あ
る
中
島
元
夫
へ
の
取
材
に
よ
る
と
、
父
の
死
後
、
戸
籍

を
調
査
し
た
結
果
、「
本
籍
地
も
何
も
か
も
デ
タ
ラ
メ
」
で
、
東
京
外
国
語
学
校
の
支
那
語
学
科
の
卒
業
で
は
な
く
、
撫
山
が
久
喜
に
開

い
て
い
た
私
塾
で
中
国
語
を
学
ん
だ
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
比
多
吉
自
身
は
仕
事
に
関
す
る
こ
と
や
そ
の
内
容
な
ど
に
つ
い
て
家
族
に

は
話
し
た
こ
と
は
な
い
と
も
証
言
し
て
い
る
。
中
島
元
夫
は
、
父
の
比
多
吉
は
「
出
自
を
隠
し
な
が
ら
色
々
な
謀
略
工
作
に
携
わ
っ
て
き

た
」
と
述
べ
、「
密
偵
と
し
て
ず
っ
と
裏
街
道
を
歩
い
て
き
た
人
間
が
、
本
当
の
経
歴
を
残
す
わ
け
が
あ
り
ま
せ
ん
」
と
結
論
づ
け
て
い

る
）
11
（

。
ま
た
、
比
多
吉
の
長
女
で
あ
る
荘
島
褧あ

や
こ子
の
回
想
に
よ
れ
ば
、
比
多
吉
の
子
分
で
情
報
関
係
の
仕
事
を
し
て
い
た
吉
田
さ
ん
が
よ
く

見
え
て
、
後
に
満
洲
皇
帝
と
な
っ
た
溥
儀
を
連
れ
出
す
役
割
を
果
た
し
た
と
言
う
。

ま
た
、
新
た
な
資
料
で
あ
る
比
多
吉
の
手
稿
「
中
島
比
多
吉
南
方
視
察
談
」（
一
九
二
七
年
二
月
末
に
作
成
、
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
）

に
は
、
中
国
の
情
勢
に
関
す
る
調
査
内
容
、
国
民
政
府
関
係
者
、
国
民
党
と
共
産
党
の
関
係
、
政
府
の
経
費
な
ど
が
記
録
さ
れ
て
お
り
、

さ
ら
に
「
国
民
党
委
員
会
条
例
」
と
国
民
政
府
の
要
人
名
簿
と
い
う
付
録
も
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
原
稿
も
、
比
多
吉
が
情
報
収
集
に
深

く
関
与
し
て
い
た
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
比
多
吉
が
最
初
に
勤
め
た
「
清
国
の
警
察
学
校
」
は
、
川
島
浪
速
（
一
八
六
六
〜
一
九
四
九
）
が
校
長
を
務
め
て
い
た
「
京

師
警
務
学
堂
」
で
あ
る
。
川
島
浪
速
は
名
高
い
「
男
装
の
麗
人
」
川
島
芳
子
（
一
九
〇
六
〜
一
九
四
八
）
の
養
父
と
し
て
知
ら
れ
て
い

る
）
12
（

。
芳
子
は
第
一
次
上
海
事
変
や
満
洲
国
の
建
国
に
関
与
し
、
当
時
の
国
民
政
府
行
政
院
院
長
で
あ
る
孫
文
（
一
八
六
六
〜
一
九
二
五
）

の
一
人
息
子
・
孫
科
（
一
八
九
一
〜
一
九
七
三
）
か
ら
国
民
政
府
の
機
密
情
報
を
多
く
入
手
し
、
日
本
陸
軍
に
大
い
に
貢
献
し
て
い
た
。

一
方
で
、
川
島
浪
速
の
部
下
で
あ
り
、
満
洲
建
国
の
裏
側
で
役
割
を
果
た
し
た
比
多
吉
は
、
川
島
芳
子
の
存
在
を
知
っ
て
い
た
だ
け
で
な

く
、
同
様
の
ス
パ
イ
活
動
を
行
い
、
日
本
陸
軍
に
協
力
し
て
い
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
中
島
敦
の
「
北
方
行
」
の
創
作
ノ
ー
ト
「
断

片
六
」
に
は
、
北
京
の
花
街
の
交
差
点
近
く
に
あ
る
写
真
屋
に
飾
ら
れ
た
「
時
の
鉄
道
科
長
孫
科
の
大
き
な
写
真
」
を
、
今
で
も
は
っ
き
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り
覚
え
て
い
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
写
真
が
特
に
印
象
深
か
っ
た
の
は
、
比
多
吉
か
ら
孫
科
に
関
す
る
情
報
を
含
む
当
時
中
国
の
社

会
や
政
治
の
状
況
を
見
聞
き
し
た
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
比
多
吉
の
長
男
で
あ
る
元
夫
に
よ
れ
ば
、
比
多
吉
は
中
国
を
深
く
愛
し
、
敵
対
視
し
て
い
な
い
と
同
時
に
、
中
国
か
ら
大
い

に
信
頼
を
得
て
い
た
。
父
の
比
多
吉
は
溥
儀
が
三
歳
の
頃
か
ら
そ
ば
に
い
て
、
非
常
に
信
頼
を
受
け
て
お
り
、「
溥
儀
は
終
戦
近
く
に
な

る
と
、
日
本
人
を
ほ
と
ん
ど
信
用
し
な
く
な
り
、
毒
殺
さ
れ
る
の
を
恐
れ
て
日
本
人
と
一
緒
の
と
き
は
食
事
も
と
ら
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。

し
か
し
父
親
が
そ
ば
に
い
る
と
き
だ
け
は
食
事
も
と
っ
た
そ
う
で
す
」
と
述
べ
て
い
る

）
13
（

。
ま
た
、
比
多
吉
の
四
女
で
あ
る
都
佐
子
の
夫
に

よ
れ
ば
、
敗
戦
後
、
比
多
吉
は
ま
だ
中
国
大
陸
に
残
る
娘
の
安
全
を
心
配
し
、
娘
が
危
険
に
さ
ら
さ
れ
た
際
に
は
、
自
ら
の
娘
で
あ
る
こ

と
を
証
明
す
る
た
め
の
書
状
を
書
い
た
と
さ
れ
て
い
る

）
14
（

。

中
島
敦
は
、
一
九
二
四
年
の
夏
休
み
十
五
歳
の
時
に
、
当
時
天
津
に
住
む
叔
父
・
比
多
吉
の
家
に
約
一
ヶ
月
ほ
ど
滞
在
し
た
。

一
九
三
二
年
八
月
、
満
洲
国
が
建
国
さ
れ
た
半
年
後
、
大
学
三
年
生
と
な
っ
た
敦
は
、
比
多
吉
を
頼
っ
て
旧
満
洲
と
北
京
な
ど
中
国
北
部

を
お
よ
そ
一
か
月
旅
行
し
た
。
敦
は
比
多
吉
に
助
け
を
求
め
、
満
洲
で
の
就
職
を
望
ん
で
い
た
が
、
大
学
時
代
に
教
練
を
受
け
な
か
っ
た

た
め
見
込
み
が
な
か
っ
た
と
い
う

）
15
（

。
さ
ら
に
、
一
九
四
〇
年
に
喘
息
の
発
作
が
ま
す
ま
す
激
し
く
な
っ
た
時
、
比
多
吉
か
ら
満
洲
で
の
転

地
療
養
を
提
案
さ
れ
た
が
、
寒
地
で
の
勤
務
が
難
し
い
と
判
断
し
、
そ
の
提
案
を
断
念
し
た

）
16
（

。
こ
こ
よ
り
、
敦
と
叔
父
・
比
多
吉
と
の
親

し
い
関
係
が
窺
え
、
敦
は
中
国
の
社
会
や
政
治
に
関
す
る
情
報
を
中
国
通
の
叔
父
か
ら
聞
い
た
可
能
性
が
高
い
で
あ
ろ
う
。

　
ほ
か
に
、
叔
父
・
比
多
吉
の
長
女
で
あ
る
荘
島
褧
子
（
一
九
一
一
〜
没
年
不
明
）
と
の
交
流
も
あ
っ
た
。
一
九
二
八
年
四
月
か
ら
、
中

島
敦
は
伯
父
で
あ
る
翊

た
す
く

（
一
八
六
六
〜
一
九
五
三
）
の
一
家
が
住
む
渋
谷
道
玄
坂
上
の
岡
本
貫
一
（
一
八
五
八
〜
没
年
不
明
）
邸
の
別
邸

に
寄
寓
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
貫
一
と
翊
は
夫
人
同
士
が
姉
妹
で
あ
る
と
い
う
関
係
で
あ
っ
た
。
一
九
三
〇
年
か
ら
は
、
比
多
吉
の
娘
で

あ
る
日
本
女
子
大
学
生
の
褧
子
と
美
恵
子
姉
妹
も
加
わ
り
、
親
密
な
交
際
が
続
い
た
。
敦
は
比
多
吉
の
長
女
で
あ
る
二
歳
年
下
の
褧
子
と

親
し
い
関
係
に
あ
り
、
明
確
な
婚
約
の
約
束
は
し
て
い
な
か
っ
た
が
、
互
い
に
愛
情
を
抱
い
て
い
た
と
褧
子
は
回
想
し
て
い
る

）
17
（

。
比
多
吉

が
一
九
〇
二
年
に
二
十
六
歳
で
清
国
に
渡
っ
た
た
め
、
長
女
の
褧
子
は
中
国
で
生
ま
れ
育
ち
、
一
九
三
〇
年
に
十
九
歳
で
日
本
女
子
大
学
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に
進
学
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
十
数
年
に
わ
た
り
中
国
で
生
活
し
て
い
た
褧
子
は
、
中
国
に
興
味
を
抱
い
て
い
た
敦
に
対
し
て
、
近
代
中

国
に
関
す
る
最
新
の
状
況
や
、
当
時
中
国
の
人
気
作
家
で
あ
る
郭
沫
若
に
つ
い
て
も
話
し
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

家
族
の
影
響
の
ほ
か
に
、
中
島
敦
の
谷
崎
潤
一
郎
（
一
八
八
六
〜
一
九
六
五
）
へ
の
関
心
も
、
同
時
代
の
中
国
社
会
と
文
学
に
興
味
を

抱
く
よ
う
に
な
る
一
因
と
も
考
え
ら
れ
る
。

二
、
中
島
敦
の
谷
崎
潤
一
郎
へ
の
注
目

一
九
三
〇
年
四
月
、
中
島
敦
は
東
京
帝
国
大
学
文
学
部
国
文
科
に
入
学
し
、
一
九
三
二
年
十
二
月
に
原
稿
用
紙
四
二
〇
枚
に
及
ぶ
卒
業

論
文
「
耽
美
派
の
研
究
」
を
完
成
し
た
。
こ
の
論
文
は
谷
崎
潤
一
郎
に
約
三
分
の
一
の
分
量
を
充
て
、
谷
崎
の
作
品
の
詳
細
な
分
析
、
作

風
の
変
化
、
創
作
の
特
徴
を
包
括
的
に
取
り
上
げ
て
い
る
。
ま
た
、
論
文
内
の
「
谷
崎
作
品
制
作
表
」
に
は
、
谷
崎
が
既
に
発
表
し
た
全

作
品
が
一
覧
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
中
に
は
「
上
海
交
遊
記
」
も
含
ま
れ
て
い
る
。
年
表
の
最
後
に
、
谷
崎
の
二
回
の
中
国
旅
行
は
私
的
な

大
事
件
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る

）
18
（

。
こ
の
論
文
は
中
島
の
大
学
時
代
に
お
け
る
唯
一
の
執
筆
活
動
で
、
そ
の
重
要
性
は
明
白
で
あ
る

）
19
（

。

谷
崎
潤
一
郎
は
一
九
一
八
年
の
訪
中
時
で
中
国
文
学
作
家
と
の
交
流
を
叶
え
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
一
九
二
六
年
の
二
度
目
の
訪
中
で
願

い
が
叶
っ
た
。
帰
国
後
、
彼
は
滞
在
中
の
経
験
を
旅
行
記
「
上
海
見
聞
録
」（
『
文
藝
春
秋
』
一
九
二
六
年
五
月
号
）
と
「
上
海
交
遊
記
」

（
『
女
性
』
一
九
二
六
年
五
、六
、八
月
号
）
に
記
録
し
て
い
る
。
谷
崎
は
「
上
海
見
聞
録
」
に
お
い
て
、
今
回
上
海
に
出
か
け
て
一
番
愉

快
だ
っ
た
こ
と
は
、
中
国
の
若
い
芸
術
家
や
新
し
い
文
士
創
作
家
と
の
交
流
で
あ
り
、
詳
し
い
事
は
「
上
海
交
遊
記
」
に
連
載
す
る
と
述

べ
て
い
る
。「
上
海
交
遊
記
」
に
よ
れ
ば
、
谷
崎
は
上
海
で
内
山
書
店
を
訪
れ
、
店
主
内
山
完
造
（
一
八
八
五
〜
一
九
五
九
）
か
ら
中
国

で
は
新
し
い
知
識
の
ほ
と
ん
ど
が
日
本
の
書
籍
を
通
じ
て
供
給
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
中
国
新
進
作
家
で
あ
る
謝
六
逸
（
一
八
九
八

〜
一
九
四
五
）、
田
漢
（
一
八
九
八
〜
一
九
六
八
）、
郭
沫
若
の
名
前
を
聞
い
た
。
特
に
郭
に
つ
い
て
、
彼
は
医
学
部
出
身
で
あ
り
な
が
ら

医
師
に
は
な
ら
ず
に
文
学
に
熱
中
し
、
詩
や
小
説
を
書
き
、
英
語
・
フ
ラ
ン
ス
語
・
ド
イ
ツ
語
に
通
じ
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
支
那
の
森

鷗
外
」
と
称
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
内
山
か
ら
聞
い
た
。
後
日
、
内
山
の
計
ら
い
で
内
山
書
店
の
二
階
で
「
顔
つ
な
ぎ
の
会
」
と
い
う
谷
崎
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潤
一
郎
の
歓
迎
会
が
開
か
れ
、
こ
の
会
で
最
初
に
出
会
っ
た
新
進
作
家
が
郭
沫
若
で
あ
っ
た
。
宴
会
後
、
知
り
合
っ
た
ば
か
り
の
郭
沫
若

は
田
漢
と
共
に
谷
崎
の
招
き
に
応
じ
て
、「
一
品
香
ホ
テ
ル
」
を
訪
れ
、
紹
興
酒
を
飲
み
な
が
ら
、
近
代
中
国
の
現
状
と
憂
国
の
念
を
率

直
に
語
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

谷
崎
の
「
上
海
交
遊
記
」
は
、
初
め
て
日
本
に
お
い
て
、
中
国
の
文
壇
や
作
家
を
紹
介
し
た
随
筆
で
あ
る
。
中
島
敦
は
、
こ
れ
ら
の
谷

崎
の
中
国
旅
行
記
を
通
じ
て
、
中
国
文
壇
の
最
新
状
況
を
知
り
、
中
国
現
代
文
学
に
興
味
を
持
ち
、
郭
沫
若
の
名
前
を
覚
え
た
こ
と
も
考

え
ら
れ
る
。
一
九
三
〇
年
の
夏
季
休
暇
に
、
中
島
敦
は
永
井
荷
風
（
一
八
七
九
〜
一
九
五
九
）
と
谷
崎
潤
一
郎
の
ほ
ぼ
全
作
品
を
読
破

し
）
20
（

、
南
洋
庁
に
赴
任
中
も
文
芸
誌
『
文
藝
春
秋
』
な
ど
を
愛
読
し
て
い
た
こ
と
が
、
夫
人
宛
て
の
書
簡
か
ら
分
か
る

）
21
（

。
中
島
が
作
成
し
た

「
谷
崎
制
作
表
」
と
い
う
作
品
年
表
に
は
、
小
説
や
脚
本
な
ど
の
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
だ
け
で
は
な
く
、
旅
行
記
「
上
海
交
遊
記
」
も
含
ま
れ

て
お
り
、
年
表
の
最
後
に
は
谷
崎
の
二
回
の
中
国
旅
行
が
私
的
な
大
事
件
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
中
島
敦
が
谷
崎
の
中

国
旅
行
記
を
読
ん
だ
可
能
性
は
非
常
に
高
い
と
言
え
よ
う
。
ま
た
、「
上
海
交
遊
記
」
に
お
い
て
、
中
国
の
新
進
作
家
で
あ
る
郭
沫
若
が
「
支

那
の
森
鷗
外
」
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
中
島
敦
は
鷗
外
（
一
八
六
二
〜
一
九
二
二
）
に
関
心
が
あ
り
、
大
学
院
の
研
究
テ
ー
マ
と
し

て
森
鷗
外
を
選
ん
だ
た
め
、「
支
那
の
森
鷗
外
」
と
い
う
郭
沫
若
の
名
前
は
中
島
に
と
っ
て
注
目
す
べ
き
も
の
だ
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

谷
崎
潤
一
郎
は
、
一
九
三
〇
年
代
ま
で
に
は
日
本
が
近
代
中
国
を
あ
ま
り
理
解
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る

）
22
（

。
ま
た
、
渡

邊
一
民
は
、
日
本
文
壇
が
近
代
中
国
を
理
解
し
、
中
国
に
文
学
が
あ
る
と
主
張
し
始
め
た
の
は
一
九
三
四
年
に
設
立
さ
れ
た
中
国
文
学
研

究
会
が
最
初
で
あ
り
、
一
九
三
五
年
が
一
つ
の
転
機
で
あ
っ
た
と
指
摘
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、「
北
方
行
」
が
一
九
三
〇
年
代
の
中
国
と

北
京
を
見
事
に
把
握
し
て
い
る
こ
と
は
、
そ
の
当
時
の
武
田
泰
淳
（
一
九
一
二
〜
一
九
七
六
）
や
竹
内
好
（
一
九
一
〇
〜
一
九
七
七
）
よ

り
も
優
れ
て
い
る
と
絶
賛
し
て
い
る

）
23
（

。
当
時
、
日
本
の
文
芸
誌
で
中
国
人
作
家
に
関
す
る
紹
介
は
ま
だ
一
般
的
で
は
な
か
っ
た
た
め
、
中

国
の
社
会
状
況
や
中
国
の
作
家
と
の
交
流
を
綴
っ
た
谷
崎
潤
一
郎
の
交
遊
記
は
、
中
島
敦
に
と
っ
て
は
中
国
の
社
会
や
文
壇
の
最
新
状
況

を
理
解
す
る
貴
重
な
情
報
源
で
あ
っ
た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

中
島
敦
は
、
家
族
か
ら
の
影
響
を
受
け
、
谷
崎
潤
一
郎
の
中
国
旅
行
記
に
も
関
心
を
寄
せ
た
結
果
、
近
代
中
国
の
社
会
や
文
学
に
関
す



二
九

「
北
方
行
」
に
垣
間
見
え
る
中
島
敦
の
郭
沫
若
へ
の
関
心

る
知
識
を
よ
り
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
次
は
、「
北
方
行
」
に
お
け
る
郭
沫
若
へ
の
関
心
を
通
じ
て
、
中
島

敦
と
中
国
現
代
文
学
の
接
点
を
考
察
し
た
い
。

三
、「
北
方
行
」
に
お
け
る
郭
沫
若
の
初
期
恋
愛
小
説

「
北
方
行
」
に
は
、
白
夫
人
の
次
女
英
美
が
、
白
夫
人
と
一
緒
に
列
車
で
天
津
か
ら
北
京
に
帰
る
途
中
、
熱
心
に
郭
沫
若
の
小
説
を
読

ん
で
い
る
場
面
が
描
か
れ
て
い
る
。

　
英
美
は
母
親
の
前
の
席
に
腰
か
け
、
右
脚
を
左
膝
の
上
に
交
叉
さ
せ
て
〔
くマ

マ
ん
で
〕
熱
心
に
、
郭
沫
若
の
小
説
か
何
か
を
読
ん
で

い
る
。
こ
の
娘
の
こ
と
だ
か
ら
、
こ
れ
も
、
日
本
語
の
本
ば
か
り
読
ん
で
い
る
母
親
へ
の
面
当
て
か
も
知
れ
な
い
と
思
い
、
又
、
近

頃
、
母
親
と
伝
吉
と
の
間
を
気け

ど取
っ
た
も
の
の
よ
う
に
、
口
に
こ
そ
出
さ
な
い
け
れ
ど
も
、
目
立
っ
て
不
快
な
様
子
を
、
伝
吉
に
―

―
伝
吉
に
ば
か
り
で
は
な
い
、
彼
と
同
席
し
て
い
る
時
の
母
親
に
ま
で
―
―
示
し
て
い
る
こ
と
を
考
え
、
白
夫
人
は
ま
た
不
快
げ
に

眼
を
ふ
せ
た
。（
下
線
は
引
用
者
、
文
庫
版
『
中
島
敦
全
集
』
筑
摩
書
房
、
一
九
九
三
年
、
一
六
九
頁
）

伝
吉
は
北
京
の
大
学
に
通
っ
て
い
る
貧
書
生
折
毛
伝
吉
の
こ
と
で
あ
り
、
白
夫
人
は
中
国
人
の
夫
に
先
立
た
れ
た
日
本
人
で
あ
る
。
二

人
は
「
恋
愛
の
な
い
、
肉
体
だ
け
の
欲
望
」
に
よ
る
醜
悪
な
関
係
を
持
っ
て
い
る
。
一
方
、
伝
吉
は
白
夫
人
の
長
女
麗
美
と
も
肉
体
関
係

を
持
つ
よ
う
に
な
る
。「
日
本
語
の
本
ば
か
り
読
ん
で
い
る
母
親
へ
の
面
当
て
か
も
知
れ
な
い
」
と
い
う
表
現
か
ら
、
英
美
が
読
ん
で
い
る

の
は
、
郭
沫
若
の
中
国
語
の
原
文
だ
と
判
断
で
き
る
。
こ
れ
が
中
島
敦
が
郭
沫
若
の
小
説
の
存
在
を
知
っ
て
い
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

中
島
敦
は
家
族
の
影
響
を
受
け
て
、
現
代
中
国
語
を
一
定
程
度
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
近
代
中
国
に
関
す
る
知
識
が
一
段
と
深
ま

る
と
同
時
に
、
中
国
現
代
文
学
に
も
興
味
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
彼
の
蔵
書
に
は
、
中
国
最
初
の
文
法
専
門
書
（
『
馬
氏

文
通
』
上
海
文
林
、
一
九
〇
二
）、
本
格
的
な
中
国
語
辞
書
（
『
字
源
』
商
務
印
書
館
、
一
九
二
二
）、
中
国
の
小
学
生
向
け
国
語
教
科
書
（
『
小
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学
国
語
読
本 

第
一
冊
初
級
』
中
華
書
局
、
一
九
三
五
）
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、「
北
方
行
」
の
中
に
は
中
国
語
の
語
彙
も
散
見

さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
中
島
敦
は
現
代
中
国
語
に
つ
い
て
非
常
に
堪
能
と
は
言
え
な
い
も
の
の
、
あ
る
程
度
の
理
解
力
を
持
っ
て
い
た
こ
と
、

同
時
に
近
代
中
国
に
つ
い
て
詳
し
い
知
識
を
持
っ
て
い
る
こ
と
は
、
友
人
た
ち
か
ら
の
証
言
で
示
さ
れ
て
い
る
。
京
城
中
学
校
の
同
窓
生

で
あ
る
湯
浅
克
衛
の
回
想
に
よ
れ
ば
、
満
洲
へ
の
修
学
旅
行
中
に
、
大
連
や
旅
順
で
は
ほ
と
ん
ど
筆
談
を
頼
っ
て
い
た
が
、
奉
天
（
現
在

の
瀋
陽
）
の
城
内
で
、
棒
や
鍬
を
持
っ
た
群
集
に
遭
遇
し
、
敦
は
何
か
早
口
で
喋
っ
た
こ
と
で
危
機
を
脱
し
た

）
24
（

。
さ
ら
に
、
中
島
敦
が
勤

め
て
い
た
横
浜
女
学
校
の
同
僚
で
あ
る
山
口
比
男
に
よ
れ
ば
、
敦
は
現
代
中
国
語
を
解
す
る
能
力
が
あ
り
、『
上
海
日
報
』
の
映
画
広
告

面
に
書
か
れ
て
い
る
「
跑
街
先
生
」
の
意
味
に
つ
い
て
説
明
で
き
る

）
25
（

ほ
ど
、
中
国
の
現
状
に
関
す
る
知
識
が
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

ま
た
、
同
級
生
や
妻
の
証
言
に
よ
れ
ば
、
中
島
敦
は
幼
い
頃
か
ら
図
書
館
へ
頻
繁
に
足
を
運
び
、
本
屋
に
も
し
ば
し
ば
立
ち
寄
り
、
読

書
に
耽
け
て
い
た
。
京
城
の
龍
山
小
学
校
と
京
城
中
学
校
の
同
級
生
で
あ
る
山
崎
良
幸
の
証
言
に
よ
る
と
、
中
島
が
初
め
て
図
書
館
を
紹

介
し
、
よ
く
鉄
道
図
書
館
に
山
崎
を
連
れ
て
行
き
、
す
ぐ
に
英
文
学
や
英
語
の
本
を
借
り
出
し
た

）
26
（

。
ま
た
、
中
島
敦
の
長
男
で
あ
る
九
歳

の
子
ど
も
で
す
ら
、
父
の
本
屋
で
の
立
ち
読
み
に
慣
れ
、
中
腰
で
父
が
読
み
終
わ
る
の
を
待
つ
光
景
が
あ
っ
た
と
、
タ
カ
夫
人
の
回
想
が

語
っ
て
い
る

）
27
（

。
ほ
か
に
、「
北
方
行
」
の
執
筆
断
片
と
思
わ
れ
る
「
ノ
ー
ト
第
一
」
に
は
、「
支
那
人
の
書
い
た
日
本
観
そ
の
他
、
現
代
支

那
社
会
観
を
よ
む
事
」
と
い
う
記
述
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
中
島
敦
が
中
国
人
の
視
点
か
ら
日
本
や
現
代
中
国
社
会
を
理
解
し

よ
う
と
し
た
意
欲
が
窺
え
、
北
京
や
天
津
で
地
元
の
書
店
を
訪
れ
、
書
籍
を
手
に
取
っ
た
可
能
性
が
高
い
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
。
彼
が

一
九
三
二
年
頃
に
中
国
北
部
に
滞
在
し
て
い
た
際
、
多
く
の
新
鋭
作
家
の
作
品
集
が
刊
行
さ
れ
、
本
屋
に
並
べ
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ

る
。
叔
父
の
比
多
吉
が
一
九
二
七
年
に
書
い
た
「
中
島
比
多
吉
南
方
視
察
談
」
の
「
新
刊
書
籍
文
芸
」
と
い
う
一
節
に
は
、
白
話
（
通
俗

文
）
で
執
筆
さ
れ
た
孫
文
の
三
民
主
義
に
関
す
る
新
刊
図
書
が
、
人
々
に
よ
っ
て
争
っ
て
講
読
さ
れ
、
書
店
の
前
に
は
多
く
の
人
々
が
行

列
を
作
っ
て
市
場
の
よ
う
な
賑
わ
い
が
広
が
っ
て
い
た
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
記
録
か
ら
、
三
民
主
義
に
関
す
る
白
話
の
書
籍
が
非

常
に
人
気
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
が
、
一
九
二
七
年
と
い
う
時
期
か
ら
考
え
る
と
、
白
話
で
執
筆
さ
れ
た
新
進
作
家
の
文
学
作
品
や
雑
誌

も
同
様
に
人
気
が
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
郭
沫
若
に
関
し
て
は
、
彼
の
処
女
詩
集
で
あ
る
『
女
神
』（
上
海
泰
東
図
書
局
、
一
九
二
一
）



三
一

「
北
方
行
」
に
垣
間
見
え
る
中
島
敦
の
郭
沫
若
へ
の
関
心

の
出
版
が
当
時
の
中
国
文
壇
に
大
き
な
衝
撃
を
与
え
、
当
時
の
青
年
た
ち
は
強
烈
な
鼓
舞
を
受
け
、
熱
狂
的
に
『
女
神
』
を
歓
迎
し
た

）
28
（

。

さ
ら
に
、
一
九
三
二
年
ま
で
に
郭
沫
若
は
六
つ
の
作
品
集
を
出
版
し

）
29
（

、
文
壇
の
重
要
な
存
在
と
な
っ
た
。
中
島
敦
の
蔵
書
に
は
郭
沫
若
に

関
す
る
書
籍
は
見
当
た
ら
な
い
が
、
中
島
が
中
国
現
地
の
書
店
で
郭
沫
若
の
作
品
集
を
手
に
取
り
、
立
ち
読
み
し
た
可
能
性
は
非
常
に
高

い
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、「
北
方
行
」
に
は
、
英
美
は
郭
沫
若
の
多
く
の
恋
愛
小
説
を
読
ん
で
い
る
こ
と
を
示
す
一
節
が
あ
る
。

　
母
親
の
恋
愛
を
―
―
そ
れ
だ
け
で
あ
っ
た
な
ら
ば
―
―
認
め
て
も
い
い
位
の
気
持
も
持
っ
て
い
た
。
が
、
姉
ま
で
が
、
そ
の
同
じ

相
手
と
、
同
じ
よ
う
に
な
る
と
い
う
の
は
？
（
勿
論
英
美
は
、
た
だ
恋
愛
―
―
精
神
的
な
（
接
吻
を
そ
の
頂
点
と
す
る
）
恋
愛
。
彼

女
が
、
小
説
の
耽
読
に
よ
っ
て
総
合
し
得
た
恋
愛
の
観
念
を
、
彼
等
の
間
に
想
像
し
て
い
た
。
肉
体
の
実
際
と
い
ふ
が
如
き
も
の
は

想
像
も
出
来
な
か
っ
た
し
、
も
し
出
来
た
と
し
た
ら
、
彼
女
は
実
際
に
嘔
吐
し
た
で
あ
ろ
う
）
こ
れ
は
、
ど
う
に
も
不
快
だ
っ
た
。

如
何
な
る
現
代
的
常
識
を
以
て
し
て
も
消
す
こ
と
の
で
き
な
い
不
快
さ
で
あ
っ
た
。
彼
女
は
郭
沫
若
の
小
説
の
中
で
は
、
ど
ん
な
恋

愛
で
も
肯
定
で
き
た
け
れ
ど
も
、
彼
女
の
身
辺
に
実
際
に
起
っ
た
恋
愛
は
、
い
た
ず
ら
に
彼
女
を
生
理
的
不
快
と
、
道
徳
的
絶
望
に

導
く
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。（
下
線
は
引
用
者
、
文
庫
版
『
中
島
敦
全
集
』
筑
摩
書
房
、
一
九
九
三
年
、
一
七
八
頁
）

　
英
美
は
自
身
の
恋
愛
観
が
小
説
の
耽
読
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
、「
精
神
的
な
（
接
吻
を
そ
の
頂
点
と
す
る
）
恋
愛
」
し
か
考
え
ら
れ
ず
、

肉
体
的
な
恋
愛
関
係
を
想
像
す
る
だ
け
で
嘔
吐
し
て
し
ま
う
の
で
あ
ろ
う
。
彼
女
は
郭
沫
若
の
小
説
に
描
か
れ
た
恋
愛
に
関
し
て
は
、
ど

ん
な
形
で
も
肯
定
的
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
が
、
現
実
の
生
活
で
母
や
姉
と
伝
吉
と
の
恋
愛
に
つ
い
て
は
、「
生
理
的
不
快
」
と
「
道
徳
的

絶
望
」
し
か
感
じ
て
い
な
い
。
こ
の
部
分
は
、
中
島
敦
が
郭
沫
若
の
作
品
を
一
定
程
度
理
解
し
て
い
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
そ
れ
で

は
、
郭
沫
若
の
小
説
の
中
で
描
か
れ
て
い
る
恋
愛
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
。
中
島
敦
は
郭
沫
若
の
ど
の
恋
愛
小
説
を
読
ん
だ
の
で
あ

ろ
う
か
。
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「
北
方
行
」
が
中
断
さ
れ
た
一
九
三
六
年
頃
ま
で
に
、
出
版
さ
れ
た
郭
沫
若
の
作
品
集
に
収
録
さ
れ
て
い
る
小
説
・
散
文
は
、
日
本
及

び
上
海
に
お
け
る
困
窮
な
生
活
な
ど
を
描
い
て
い
る
身
辺
小
説
、
歴
史
小
説
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
一
九
二
一
年
に
日
本
で
結
成
さ
れ
た

当
時
中
国
二
大
文
学
結
社
の
一
つ
で
あ
る
「
創
造
社
」
の
設
立
お
よ
び
刊
行
物
を
創
刊
し
た
経
緯
を
回
想
す
る
『
創
造
十
年
』
も
あ
る
。

父
親
の
愛
や
夫
婦
の
思
い
合
い
を
描
い
た
『
漂
流
三
部
曲
』（
「
岐
路
」「
煉
獄
」「
十
字
架
」
）
が
あ
る
一
方
、
男
女
の
恋
愛
を
テ
ー
マ
に

し
た
小
説
は
「
牧
羊
哀
話
」、「
残
春
」、「
カ
ル
メ
ラ
売
り
娘
」、「
葉
羅
提
の
墓
」、「
落
葉
」
の
五
篇
が
あ
る
。

「
牧
羊
哀
話
」

）
30
（

は
、
十
二
歳
の
牧
羊
少
年
英
郎
と
十
一
歳
の
貴
族
少
女
閔
佩
荑
の
悲
恋
物
語
で
あ
る
。
彼
ら
は
兄
妹
の
よ
う
に
い
た
わ

り
合
っ
て
、
純
粋
な
恋
心
が
芽
生
え
て
く
る
。
英
郎
が
身
代
わ
り
に
殺
さ
れ
た
後
、
閔
佩
荑
は
彼
を
忘
れ
ら
れ
ず
、
彼
の
羊
を
世
話
し
て

放
牧
す
る
よ
う
に
な
る
。「
残
春
」

）
31
（

は
、
妻
子
持
ち
の
男
性
の
恋
を
描
い
て
い
る
。
妻
子
持
ち
の
中
国
人
留
学
生
愛
牟
が
若
い
看
護
婦
S

に
恋
を
し
、
友
人
の
白
羊
君
も
S
に
思
い
を
寄
せ
る
。
愛
牟
は
罪
悪
感
を
感
じ
つ
つ
も
、
S
と
の
密
会
を
夢
で
見
る
。
夢
の
中
で
、
愛
牟

の
妻
が
夫
に
捨
て
ら
れ
た
と
思
い
込
み
、
発
狂
し
て
子
ど
も
た
ち
と
愛
牟
を
殺
し
て
し
ま
う
。「
カ
ル
メ
ラ
売
り
娘
」

）
32
（

は
、
妻
子
持
ち
の

中
国
人
留
学
生
「
私
」
が
美
少
女
に
一
途
な
恋
を
し
、
自
己
破
滅
の
道
を
歩
む
物
語
で
あ
る
。「
私
」
は
彼
女
に
取
り
憑
か
れ
、
学
業
や

家
庭
を
犠
牲
に
し
、
自
殺
未
遂
も
経
験
す
る
。
家
族
や
友
人
の
励
ま
し
で
立
ち
直
り
、
卒
業
す
る
が
、
彼
女
を
忘
れ
ら
れ
ず
、
最
終
的
に

彼
女
を
探
す
た
め
に
借
金
し
、
毒
薬
と
拳
銃
を
持
っ
て
東
京
行
き
の
列
車
に
乗
る
。「
落
葉
」

）
33
（

は
、
中
国
人
留
学
生
と
日
本
人
看
護
婦
の

悲
恋
物
語
で
あ
る
。
主
人
公
で
あ
る
「
私
」
は
、
結
核
で
病
床
に
あ
る
友
人
洪
師
武
か
ら
、
日
本
の
恋
人
菊
子
か
ら
の
四
十
一
通
の
手
紙

を
託
さ
れ
る
。
手
紙
を
通
じ
て
、
洪
と
菊
子
の
愛
の
物
語
が
描
か
れ
て
い
る
。
洪
は
旧
式
結
婚
を
強
い
ら
れ
自
暴
自
棄
な
行
動
の
結
果
、

梅
毒
に
感
染
し
た
と
思
い
込
ん
で
お
り
、
そ
の
た
め
、
菊
子
に
恋
心
を
抱
き
な
が
ら
も
菊
子
の
愛
を
受
け
入
れ
な
い
で
い
た
。
菊
子
は
手

紙
を
通
じ
て
、
洪
へ
の
愛
情
を
伝
え
続
け
る
。

特
に
「
葉
羅
提
の
墓
」

）
34
（

は
、
郭
沫
若
の
初
期
の
魅
力
的
な
短
編
小
説
で
、
少
年
葉
羅
提
と
従
兄
の
妻
の
純
愛
物
語
を
描
い
て
い
る
。
七

歳
の
少
年
葉
羅
提
は
従
兄
の
新
婚
の
妻
に
恋
を
し
、
従
兄
の
妻
も
次
第
に
自
分
よ
り
十
数
年
も
年
下
の
葉
羅
提
に
恋
心
が
芽
生
え
て
来

る
。
六
年
後
少
年
葉
羅
提
は
町
の
中
学
校
に
入
り
、
従
兄
の
妻
と
離
れ
て
生
活
す
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
中
学
校
を
卒
業
し
て
十
七
歳
に
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「
北
方
行
」
に
垣
間
見
え
る
中
島
敦
の
郭
沫
若
へ
の
関
心

な
っ
た
葉
羅
提
は
す
で
に
三
人
目
の
子
ど
も
を
妊
娠
し
て
い
る
従
兄
の
妻
に
再
会
す
る
。
十
年
も
経
っ
て
も
二
人
の
恋
心
は
以
前
と
変
わ

ら
な
い
。
別
れ
る
前
に
、
葉
羅
提
は
初
め
て
彼
女
の
右
手
に
接
吻
し
た
。
こ
れ
が
二
人
の
恋
の
頂
点
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
彼
女
が
産
褥

熱
で
亡
く
な
り
、
葉
羅
提
は
彼
女
か
ら
も
ら
っ
た
金
の
指
ぬ
き
を
飲
み
込
ん
で
自
殺
す
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
郭
沫
若
の
初
期
の
恋
愛
小
説
に
は
、
異
な
る
恋
愛
の
形
が
探
求
さ
れ
て
い
る
。「
牧
羊
哀
話
」
で
は
少
年
少
女
の
純
粋

な
精
神
恋
愛
が
、「
残
春
」
で
は
妻
子
持
ち
の
男
性
の
恋
愛
が
、「
カ
ル
メ
ラ
売
り
娘
」
で
は
妻
子
持
ち
の
男
性
の
強
烈
な
片
思
い
が
、「
葉

羅
提
の
墓
」
で
は
少
年
と
従
兄
の
妻
と
の
純
粋
な
恋
が
、「
落
葉
」
で
は
恋
心
を
抑
え
る
男
性
に
手
紙
で
愛
情
を
語
り
続
け
る
女
性
の
姿

が
描
か
れ
て
い
る
。
内
容
か
ら
見
れ
ば
、
上
記
の
郭
沫
若
の
五
篇
の
恋
愛
小
説
の
中
で
、「
北
方
行
」
の
英
美
は
す
べ
て
読
ん
だ
可
能
性

が
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
接
吻
を
恋
愛
の
頂
点
と
見
な
す
精
神
恋
愛
し
か
考
え
ら
れ
な
い
恋
愛
観
か
ら
、
少
な
く
と
も
英
美
は
「
葉
羅

提
の
墓
」
を
読
ん
だ
こ
と
が
あ
る
と
判
断
で
き
よ
う
。

「
北
方
行
」
の
英
美
と
作
者
中
島
敦
と
同
一
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
前
述
の
「
北
方
行
」
の
記
述
か
ら
、
中
島
敦
は
郭
沫
若
と

い
う
名
前
と
そ
の
初
期
小
説
の
存
在
も
知
っ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
中
島
敦
が
具
体
的
に
ど
の
郭
沫
若
の
小
説
を
読
ん
だ
か
に
つ

い
て
は
、「
葉
羅
提
の
墓
」
が
考
え
ら
れ
る
作
品
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。

郭
沫
若
は
日
本
亡
命
中
の
一
九
二
八
年
か
ら
一
九
三
七
年
ま
で
、『
同
仁
』、『
中
央
公
論
』、『
改
造
』、『
満
蒙
』
な
ど
日
本
の
複
数
の
雑

誌
に
作
品
を
発
表
し
て
お
り
、
そ
の
中
で
最
も
多
く
の
作
品
が
掲
載
さ
れ
て
い
た
の
は
『
同
仁
』
で
あ
っ
た

）
35
（

。
こ
の
雑
誌
は
医
学
団
体
で

あ
る
「
同
仁
会
」
が
発
行
し
た
も
の
で
、
医
学
に
関
す
る
内
容
だ
け
で
は
な
く
、
中
国
新
文
学
と
作
家
に
つ
い
て
の
詳
し
い
紹
介
や
作
品

の
翻
訳
も
数
多
く
掲
載
さ
れ
て
い
た
。
特
に
一
九
三
〇
年
代
に
は
、
こ
の
雑
誌
に
九
篇
の
小
説
や
戯
曲
が
翻
訳
掲
載
さ
れ
、
さ
ら
に
郭
沫

若
に
関
す
る
紹
介
の
記
事
も
六
篇
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
作
品
は
主
に
歴
史
小
説
と
身
辺
小
説
で
、
そ
の
中
で
唯
一
恋
愛
を
テ
ー

マ
に
し
た
小
説
は
「
英マ

マ

羅
提
の
墓
」（
「
葉
羅
提
の
墓
」
の
日
本
語
訳
、
大
高
巖
訳
、『
同
仁
』
第
八
巻
第
八
号
、
一
九
三
四
・
八
）
で
あ
る
。

ま
た
、「
同
仁
会
」
の
前
身
で
あ
る
「
同
文
医
会
」
の
主
な
創
立
者
は
す
べ
て
「
東
亜
同
文
会
」
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
り
、
東
亜
同
文
会

は
中
国
大
陸
で
活
躍
す
る
人
材
の
育
成
を
目
的
と
し
、
一
九
〇
一
年
に
上
海
に
私
立
専
門
学
校
「
東
亜
同
文
書
院
」
を
設
立
し
た
。
こ
の
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お
茶
の
水
女
子
大
学
中
国
文
学
会
報
　
第
四
十
三
号

学
校
は
後
に
大
学
と
な
り
、
一
九
四
五
年
に
廃
校
と
な
っ
た
。
興
味
深
い
の
は
、「
北
方
行
」
の
主
人
公
の
一
人
で
あ
る
折
毛
伝
吉
は
東

亜
同
文
書
院
の
「
怠
け
学
生
」
と
し
て
設
定
さ
れ
て
お
り
、「
途
中
で
止マ

マ

め
た
」
と
い
う
描
写
が
あ
る
が
、
具
体
的
な
関
わ
り
は
描
か
れ

て
い
な
い
。
ま
た
、
中
島
敦
に
関
す
る
資
料
に
は
「
東
亜
同
文
書
院
」
と
の
関
連
に
つ
い
て
の
記
述
も
見
当
た
ら
な
い
。
一
方
、
郭
沫
若

の
作
品
が
『
同
仁
』
に
多
く
掲
載
さ
れ
た
こ
と
、
特
に
「
葉
羅
提
の
墓
」
が
翻
訳
掲
載
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
中
島
敦
が
郭
沫
若
の
初

期
恋
愛
小
説
、
特
に
「
葉
羅
提
の
墓
」
を
読
ん
だ
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
と
言
え
る
。

お
わ
り
に

　
中
島
敦
は
中
国
古
典
だ
け
で
は
な
く
、
当
時
の
中
国
を
度
々
訪
れ
、
中
国
現
代
文
学
に
も
関
心
を
寄
せ
て
い
た
。
彼
の
唯
一
の
長
編
小

説
「
北
方
行
」
に
登
場
す
る
若
い
娘
英
美
は
、
郭
沫
若
の
恋
愛
小
説
を
読
ん
で
い
る
と
い
う
設
定
で
描
か
れ
て
お
り
、
中
島
敦
は
日
本
人

作
家
の
中
で
郭
沫
若
の
作
品
に
早
い
段
階
か
ら
興
味
を
持
っ
て
い
た
と
推
察
で
き
る
。
本
稿
で
は
、
中
島
敦
が
郭
沫
若
の
作
品
に
ど
の
よ

う
に
注
目
し
、
ど
の
作
品
を
読
ん
だ
か
と
い
う
二
つ
の
問
題
に
焦
点
を
当
て
、
中
島
敦
文
学
と
中
国
現
代
文
学
の
接
点
に
つ
い
て
考
察
し

て
き
た
。

中
島
敦
の
伯
父
・
端
、
伯
父
・
竦
、
お
よ
び
叔
父
・
比
多
吉
は
、
長
期
間
に
わ
た
っ
て
中
国
に
滞
在
し
、
中
国
社
会
の
状
況
に
深
い
理

解
を
持
ち
、
文
人
学
者
や
政
府
要
人
と
の
交
友
関
係
を
築
い
て
い
た
。
比
多
吉
の
長
女
で
あ
る
荘
島
褧
子
は
、
中
島
敦
た
ち
と
同
じ
屋
敷

に
暮
ら
す
ま
で
中
国
で
十
数
年
過
ご
し
、
中
国
の
現
状
に
つ
い
て
詳
細
な
知
識
を
持
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
中
島
敦
は
、
親
し
い
関
係
に

あ
っ
た
伯
父
、
叔
父
、
そ
し
て
荘
島
褧
子
か
ら
、
中
国
社
会
や
文
学
界
に
関
す
る
情
報
を
得
る
機
会
が
豊
富
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
ら
に
、
中
島
敦
は
谷
崎
潤
一
郎
の
「
上
海
交
遊
記
」
を
読
む
こ
と
で
、
中
国
文
壇
に
関
す
る
最
新
の
状
況
を
知
り
、
郭
沫
若
な
ど
の
中

国
の
新
進
作
家
の
名
前
を
覚
え
た
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
情
報
が
、
中
島
敦
に
中
国
社
会
の
現
状
を
詳
細
に
理
解
さ
せ
、
彼
の
作
品

「
北
方
行
」
の
創
作
に
影
響
を
及
ぼ
し
、
作
品
の
内
容
面
で
の
幅
を
広
げ
た
で
あ
ろ
う
。
実
際
に
、
中
島
敦
が
郭
沫
若
の
初
期
恋
愛
小
説

に
興
味
を
持
ち
、
特
に
「
葉
羅
提
の
墓
」
を
読
ん
だ
可
能
性
が
高
く
、
そ
の
感
想
を
「
北
方
行
」
の
主
人
公
の
一
人
で
あ
る
英
美
に
語
ら
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「
北
方
行
」
に
垣
間
見
え
る
中
島
敦
の
郭
沫
若
へ
の
関
心

せ
て
い
る
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。

「
北
方
行
」
は
中
島
敦
の
作
品
の
中
で
唯
一
恋
愛
が
描
か
れ
て
い
た
作
品
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
の
中
島
敦
の
作
品
に
は
女
性
が
ほ
と
ん

ど
登
場
せ
ず
、
し
か
し
「
北
方
行
」
で
恋
愛
と
多
様
な
愛
が
描
か
れ
て
お
り
、
表
現
の
手
法
も
成
熟
し
て
い
る
。
こ
の
変
化
の
背
景
に
、

中
島
敦
の
郭
沫
若
の
恋
愛
小
説
に
対
す
る
意
識
が
影
響
し
て
い
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
本
稿
で
は
、
中
島
敦
が
郭
沫
若
の
作
品
に
興

味
を
持
っ
た
経
緯
や
、
ど
の
作
品
に
注
目
し
た
か
に
つ
い
て
詳
し
く
考
察
し
た
が
、
郭
沫
若
の
初
期
恋
愛
小
説
が
中
島
敦
に
ど
の
よ
う
な

影
響
を
与
え
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
別
稿
に
譲
り
た
い
。

注
（
１
）　
拙
論
「
中
島
敦
の
中
国
旅
行
と
そ
の
近
代
中
国
観
の
形
成
―
初
期
断
片
、
習
作
、「
北
方
行
」
お
よ
び
和
歌
群
を
中
心
に
」（『
大
妻
国
文
』

第
四
八
号
、
二
〇
一
七
・
三
）
一
一
三
〜
一
二
八
頁
。

（
２
）　
釘
本
久
春
「
敦
の
こ
と
」（
文
治
堂
書
店
刊
『
中
島
敦
全
集 

第
四
巻
』
付
録
「
ツ
シ
タ
ラ
１
」、
一
九
五
九
・
六
）。

（
３
）　
渡
邊
ル
リ
は
、「
北
方
行
」
の
主
人
公
で
あ
る
英
美
が
郭
沫
若
の
初
期
の
自
伝
的
作
品
集
や
小
説
「
カ
ル
メ
ラ
売
り
娘
」
を
読
ん
だ
筈
で
あ

る
と
指
摘
し
て
い
る
が
、考
察
を
行
っ
て
い
な
い
（
渡
邊
ル
リ
「
一
九
三
〇
年
北
平
に
お
け
る
不
安
と
模
索
―
中
島
敦
『
北
方
行
』
論
」、『
叙
説
』

第
三
八
巻
、
二
〇
一
一
・
三
、六
二
〜
八
一
頁
）。
平
松
真
子
の
論
文
は
、
中
島
敦
の
植
民
地
文
学
に
お
け
る
女
性
に
焦
点
を
当
て
、
郭
沫
若
の
日

本
で
自
由
恋
愛
し
て
結
婚
し
た
妻
と
、
中
国
で
親
の
選
ん
だ
妻
と
の
対
立
が
、
中
島
敦
の
異
文
化
と
文
化
混
淆
に
対
す
る
点
に
取
り
込
ま
れ
て

い
る
可
能
性
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。（
平
松
真
子
「
中
島
敦
論
―
異
文
化
・
文
化
混
淆
へ
の
ま
な
ざ
し
」、お
茶
の
水
女
子
大
学
国
語
国
文
学
会
『
国

文
』
一
二
三
号
、
二
〇
一
五
・
七
、八
三
〜
九
三
頁
）。
し
か
し
、
中
島
敦
は
郭
沫
若
の
作
品
を
読
ん
だ
こ
と
を
明
確
に
述
べ
て
お
ら
ず
、
両
者
の

接
点
に
つ
い
て
も
言
及
し
て
い
な
い
。
陳
愛
華
は
、
平
松
の
見
解
に
賛
同
す
る
と
述
べ
、
中
島
敦
が
郭
沫
若
の
『
漂
流
三
部
曲
』
を
読
ん
だ
可

能
性
が
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
が
、
詳
細
な
分
析
は
行
っ
て
い
な
い
（
陳
愛
華
「〝
去
中
心
化
〞
的
背
后
―
―
中
岛
敦
笔
下
的
混
血
者
」（『
東
北

亜
外
語
研
究
』
総
第
二
十
期
、
二
〇
一
八
・
一
、十
一
〜
十
八
頁
）。
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（
４
）　
中
島
タ
カ
「
思
い
出
す
こ
と
な
ど
」、
田
鍋
幸
信
編
著
『
中
島
敦
・
光
と
影
』（
新
有
堂
、
一
九
八
九
・
三
）
一
六
〇
頁
。

（
５
）　
川
村
湊
「
斗
南
先
生
、
中
国
を
論
ず
」（『
狼
疾
正
伝
　
中
島
敦
の
文
学
と
生
涯
』
河
出
書
房
新
社
、
二
〇
〇
九
・
六
）
一
一
〇
頁
。

（
６
）　
敦
の
手
帳
に
よ
る
と
、
一
九
四
〇
年
一
月
三
一
日
に
男
児
が
生
ま
れ
た
。
二
月
二
日
に
「
髭
伯
父
さ
ん
の
所
」
へ
報
告
に
行
き
、
二
月
五

日
の
欄
に
「
格
ト
伯
父
命
名
」
と
記
さ
れ
て
い
る
（『
中
島
敦
全
集 

別
巻
』
筑
摩
書
房
、
二
〇
〇
二
・
五
、四
二
五
頁
）。
ま
た
、
一
九
四
〇
年
二

月
四
日
付
き
の
中
島
竦
か
ら
の
書
簡
に
お
い
て
は
、
格
と
命
名
す
る
と
記
さ
れ
て
い
る
（
同
、
四
一
五
頁
）。

（
７
）　
勝
又
浩
『
引
用
す
る
精
神
』（
筑
摩
書
房
、
二
〇
〇
三
・
十
）
九
頁
。

（
８
）　
郭
沫
若
の
回
想
録
「
我
是
中
国
人
」
に
よ
れ
ば
、
彼
が
日
本
に
亡
命
中
、
東
京
を
訪
れ
る
際
に
は
、
ど
こ
へ
行
く
に
も
刑
事
が
常
に
同
行

し
て
い
た
と
記
述
さ
れ
て
い
る
（『
郭
沫
若
全
集 

第
十
三
巻
』
人
民
文
学
出
版
社
、
一
九
九
二
）
三
五
〇
頁
お
よ
び
三
五
三
頁
。

（
９
）　
山
根
立
庵
が
「
い
ま
支
那
に
い
る
通
訳
の
中
で
支
那
語
に
巧
み
に
し
て
学
問
を
有
す
る
者
は
、
た
だ
中
島
比
多
吉
あ
る
の
み
」
と
評
し
て

い
る
（
村
山
吉
廣
『
評
伝
・
中
島
敦
―
家
学
か
ら
の
視
点
』
中
央
公
論
新
社
、
二
〇
〇
二
・
九
、八
十
七
頁
）。

（
10
）　『
続
対
支
回
顧
録 

下
巻
』（
東
亜
同
文
会
編
、
一
九
四
一
・
十
二
）
七
七
七
〜
七
七
八
頁
、
中
村
光
夫
ほ
か
編
『
中
島
敦
研
究
』（
筑
摩
書
房
、

一
九
七
八
・
十
二
、三
八
九
〜
三
九
〇
頁
）
に
所
収
。

（
11
）　
佐
野
眞
一
『
畸
人
巡
礼
怪
人
礼
讃
　
新
忘
れ
ら
れ
た
日
本
人
Ⅱ
』（
毎
日
新
聞
社
、
二
〇
一
〇
・
七
）
八
三
〜
八
四
頁
。

（
12
）　
村
松
梢
風
の
著
書
『
男
装
の
麗
人
』（
中
央
公
論
社
、
一
九
三
三
）
が
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
り
、
そ
の
結
果
、
女
ス
パ
イ
で
あ
る
川
島

芳
子
の
イ
メ
ー
ジ
が
世
間
に
広
く
定
着
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
孫
科
は
一
九
二
五
年
よ
り
お
よ
そ
六
年
間
、
国
民
政
府
交
通
部
長
を
務
め
、

一
九
三
一
年
よ
り
行
政
院
院
長
に
昇
進
し
た
が
、
蒋
介
石
が
ま
も
な
く
辞
任
す
る
と
い
う
機
密
情
報
を
川
島
芳
子
に
漏
洩
し
た
た
め
、
そ
の
後

辞
職
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

（
13
）　
注
11
、
八
五
頁
。

（
14
）　h

ttps://w
w
w
.atelier-n

aru
se.com

/library
/n
eko_art/ 2015/ 04/post- 837.h

tm
l

（
二
〇
二
三
年
二
月
二
日
に
閲
覧
）

（
15
）　
田
鍋
幸
信
『
写
真
資
料 

中
島
敦
』（
創
林
社
、
一
九
八
一
・
十
二
）
四
八
頁
。
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「
北
方
行
」
に
垣
間
見
え
る
中
島
敦
の
郭
沫
若
へ
の
関
心

（
16
）　
一
九
四
一
年
二
月
二
十
六
日
付
き
で
、中
島
敦
か
ら
父
田
人
宛
の
書
簡
（『
中
島
敦
全
集 

第
三
巻
』
筑
摩
書
房
、二
〇
〇
二
・
二
）
五
五
〇
頁
。

（
17
）　
荘
島
褧
子
「
敦
と
私
」、
注
４
前
掲
書
、
一
七
五
頁
。

（
18
）　『
中
島
敦
全
集 

第
三
巻
』（
筑
摩
書
房
、
二
〇
〇
二
・
三
）
一
七
二
頁
。

（
19
）　
鷺
只
雄
氏
は
「
こ
の
空
白
・
沈
黙
期
に
お
け
る
唯
一
最
大
の
著
述
が
、『
耽
美
派
の
研
究
』
な
の
で
あ
り
、
だ
と
す
れ
ば
こ
れ
が
持
つ
意
味

の
大
き
さ
、重
要
性
の
所
以
は
み
ず
か
ら
首
肯
さ
れ
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
（
鷺
只
雄
「「
谷
崎
潤
一
郎
論
」
―
「
耽
美
派
の
研
究
」
序
説
」（『
中

島
敦
論
―
「
狼
疾
」
の
方
法
―
』
有
精
堂
、
一
九
九
〇
・
五
、一
〇
六
頁
）。

（
20
）　「
中
島
敦
年
譜
」（『
中
島
敦
全
集 

別
巻
』
筑
摩
書
房
、
二
〇
〇
二
・
五
）
四
九
九
頁
。

（
21
）　
中
島
敦
は
『
文
藝
春
秋
』、『
改
造
』、『
中
央
公
論
』
で
あ
れ
ば
、
南
洋
庁
で
読
め
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
ほ
か
の
文
芸
誌
に
つ
い
て
は
、

二
回
も
妻
・
タ
カ
に
『
文
学
界
』、『
文
藝
』、『
新
潮
』
を
送
っ
て
ほ
し
い
と
頼
ん
だ
こ
と
が
あ
る
（
一
九
四
一
年
九
月
二
八
日
と
十
一
月
九
日

付
き
で
妻
宛
て
の
書
簡
）。
送
っ
て
も
ら
っ
た
雑
誌
類
を
「
ガ
ツ
ガ
ツ
（
久
し
く
飢
え
て
い
た
か
ら
ね
）
読
ん
で
い
る
」（
一
九
四
一
年
十
一
月

九
日
付
き
で
妻
宛
て
の
書
簡
）
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
公
学
校
視
察
の
た
め
、
パ
ラ
オ
諸
島
を
回
っ
て
サ
イ
パ
ン
に
着
い
た
時
に
、
小
さ
な
百

貨
店
で
『
文
藝
春
秋
』
一
九
四
一
年
十
二
月
号
を
買
い
、
そ
れ
か
ら
「
中
央
公
論
や
改
造
や
、
色
ん
な
雑
誌
を
ガ
ツ
ガ
ツ
立
ち
読
み
し
た
。
サ

イ
パ
ン
は
さ
す
が
に
雑
誌
が
早
く
読
め
て
い
い
な
」（
一
九
四
一
年
十
二
月
七
日
付
き
で
妻
宛
て
の
書
簡
）
と
、
文
芸
誌
を
久
し
ぶ
り
に
読
め
た

喜
び
を
記
し
て
い
る
。

（
22
）　
谷
崎
潤
一
郎
「
き
の
ふ
け
ふ
」（『
文
藝
春
秋
』
一
九
四
二
・
六
〜
十
一
月
号
に
初
出
、『
谷
崎
潤
一
郎
全
集
』
第
十
四
巻
、
中
央
公
論
社
、

一
九
八
二
・
六
）。

（
23
）　
渡
邊
一
民
「
す
べ
て
は
中
島
敦
の
中
に
あ
っ
た
」（『
中
島
敦
』
河
出
書
房
新
社
、
二
〇
〇
九
・
十
一
）
十
八
〜
二
四
頁
。

（
24
）　
湯
浅
克
衛
「
敦
と
私
」、
文
治
堂
書
店
刊
『
中
島
敦
全
集 

第
二
巻
』
付
録
「
ツ
シ
タ
ラ
３
」、
一
九
六
〇
・
六
。

（
25
）　
山
口
比
男
「
十
二
月
六
日
ま
で
」、
文
治
堂
書
店
刊
『
中
島
敦
全
集 

第
二
巻
』
付
録
「
ツ
シ
タ
ラ
４
」、
一
九
六
〇
・
十
一
。

（
26
）　
山
崎
良
幸
「
中
島
君
を
憶
う
」（
田
鍋
幸
信
編
著
『
中
島
敦
・
光
と
影
』
新
有
堂
、
一
九
八
九
・
三
）
一
八
五
頁
。
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（
27
）　
同
注
４
。

（
28
）　
藤
田
梨
那
『
詩
人
郭
沫
若
と
日
本
』（
武
蔵
野
書
院
、
二
〇
一
七
・
九
）
八
六
頁
。

（
29
）　
郭
沫
若
は
一
九
二
一
年
に
処
女
詩
集
で
あ
る
『
女
神
』（
上
海
泰
東
図
書
局
）
を
出
版
し
て
か
ら
一
九
三
二
年
ま
で
に
刊
行
し
た
作
品

集
は
下
記
の
通
り
、
六
冊
あ
る
。『
星
空
』（
上
海
泰
東
図
書
局
、
一
九
二
三
・
十
）、『
塔
』（
上
海
商
務
印
書
館
、
一
九
二
六
・
一
）、『
落

葉
』（
上
海
創
造
社
出
版
部
、
一
九
二
六
・
四
）、『
橄
欖
』（
上
海
創
造
社
出
版
部
、
一
九
二
六
・
九
）、『
水
平
線
下
』（
上
海
創
造
社
出
版
部
、

一
九
二
八
・
五
）、『
沫
若
創
作
集
』（
上
海
創
造
社
出
版
部
、
一
九
二
八
・
八
）。

（
30
）　
一
九
一
九
年
十
一
月
十
五
日
に
北
京
『
新
中
国
』
雑
誌
第
一
巻
第
七
期
に
掲
載
、『
星
空
』（
上
海
泰
東
図
書
局
、
一
九
二
三
・
十
）
に
所
収
。

（
31
）　
一
九
二
二
年
九
月
『
創
造
季
刊
』
第
一
巻
第
二
期
に
掲
載
、『
星
空
』（
上
海
泰
東
図
書
局
、
一
九
二
三
・
十
）
に
所
収
。

（
32
）　
中
国
語
題
は
「
喀
尓
美
羅
姑
娘
」。
一
九
二
五
年
二
月
二
五
日
『
東
方
雑
誌
』
第
二
二
巻
第
四
号
に
掲
載
、『
塔
』（
上
海
商
務
印
書
館
、

一
九
二
六
・
一
）
に
所
収
。

（
33
）　
一
九
二
五
年
九
月
二
五
日
、
十
月
十
日
、
十
月
二
五
日
、
十
一
月
十
日
に
上
海
『
東
方
雑
誌
』
第
二
二
巻
第
十
八
、十
九
、二
十
、二
一
号
に

掲
載
、『
落
葉
』（
上
海
創
造
出
版
社
、
一
九
二
六
・
四
）
に
所
収
。

（
34
）　
中
国
語
題
は
「
葉
羅
提
之
墓
」。
一
九
二
四
年
十
月
十
六
日
作
、『
塔
』（
上
海
商
務
印
書
館
、
一
九
二
六
・
一
）
に
所
収
。

（
35
）　
注
28
、
二
六
三
頁
。

※
未
定
稿
「
北
方
行
」
は
、『
中
島
敦
全
集
』（
筑
摩
書
房
、
二
〇
〇
一
）
で
は
抹
消
や
挿
入
な
ど
が
そ
の
ま
ま
復
元
さ
れ
通
読
し
に
く
い
た
め
、

文
庫
版
『
中
島
敦
全
集
』（
筑
摩
書
房
、
一
九
九
三
）
よ
り
引
用
し
た
。


